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サッカー教室

相手が取りやすいパスを実演する福西さん。 子供たちと会話を楽しみながらチーム分け。

一緒にゲームをして一流の技を体感しました。 常に考えながらプレーする重要性を話しました。

　青森原燃テクノロジーセンターと東北町スポーツ少年団は共催で
２月17日、ふれあいドーム上北でサッカー教室を開きました。
　講師には、元サッカー日本代表選手で現在サッカー解説者として
活躍している福西崇史さんを招き、町内の小中学生約60人が基本
のテクニックの大切さを学びました。

元日本代表がサッカースポ小を指導
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日米交流 ひな祭り

今日のすばらしい体験を発表しました

イチゴ大福も作りました ひな人形作りに挑戦！！保護者は料理体験で交流

日米交流「ひな祭り in TOHOKU town」で楽しいひと時を過ごした、みんなでハイッチーズ！

　東北防衛局が主催する「日米交流ひな祭りin 
TOHOKU town」が２月23日、小川原湖交流セン
ター「宝湖館」で開催され、参加した親子約70人
がひな人形作りや手作り料理体験を通じて親睦を深
めました。
　子供たちは雛人形作りに挑戦し、講師の指導で思
い思いのひな人形を完成させました。保護者たちは
町の特産物を使った、かき揚げや手まりずしを料理
し、全員で昼食を楽しみました。

日米の親子
ひな祭りで交流
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文化賞を受賞した平野好さん（右）

町文化賞、体育・スポーツ賞
　平成24年度町文化賞、体育・スポーツ賞授与式が２月16日、コミュニティセンター未来館で
行われ、文化やスポーツの分野で活躍した52人と８団体が受賞しました。
　式では、斗賀町長が受賞者に表彰状を手渡し、「今後もそれぞれの分野において、さらなる精
進活躍を期待します」と式辞を述べました。
　続いて、体育･スポーツ賞功労賞を受賞したバスケットボール協会の米内山嘉一さんが「受賞を
機にこれからも誠心誠意努力をし、まい進していきます」と受賞者代表のお礼の言葉を述べました。
　受賞者は次のとおりです。（敬称略）

■
文
化
賞

□
文
化
賞

・
平
野　

好

□
文
化
功
労
賞

・
沼
崎　

昭
（
町
文
化
協
会

東
北
町
陶
芸
ク
ラ
ブ
）

・
沼
田
貞
子
（
町
文
化
協
会

茶
道
裏
千
家
蛯
名
社
中
）

・
鶴
ケ
㟢
長
福
（
町
郷
土
芸
能
保
存
会

鶴
ケ
崎
神
楽
保
存
会
）

・
沼
田
範
雄
（
町
郷
土
芸
能
保
存
会

沼
崎
念
佛
鶏
舞
保
存
会
）

・
沼
尾
良
一
（
同
）

・
髙
松
博
幸
（
町
郷
土
芸
能
保
存
会

大
浦
神
楽
保
存
会
）

・
松
山
昌
夫
（
町
郷
土
芸
能
保
存
会

水
喰
神
楽
会
）

□
文
化
奨
励
賞

・
向
後
正
廣
（
町
文
化
協
会

　

東
北
町
写
真
ク
ラ
ブ
）

・
蓬
畑
里
帆
（
三
沢
高　

書
道
）

・
木
村
陽
美
（
三
本
木
農
業
高

農
業
ク
ラ
ブ
）

・
瀬
川
麻
美
（
同
）

・
八
森
淳
也
（
同
）

・
乙
部
祐
紀
（
三
沢
商
業
高 

ワ
ー
プ
ロ
）

・
永
峯
梨
香
（
同
）

・
内
山
佑
佳
（
三
沢
商
業
高 

吹
奏
楽
）

・
漆
畑
聖
香
（
同
）

・
野
田
安
貴
子
（
同
）

・
米
内
山
咲
希
（
同
）

・
沼
尾
亜
美
（
同
）

・
新
山
綾
華
（
同
）

・
大
坂
奈
々
子
（
同
）

・
佐
藤
実
果
（
七
戸
高　

吹
奏
楽
）

・
水
尻
奈
永
子
（
同
）

・
川
口
侑
華
（
三
本
木
高　

書
道
）

・
杉
山
玲
奈
（
光
星
学
院
高　

書
道
）

■
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

□
功
労
賞

・
米
内
山
嘉
一

（
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

□
ス
ポ
ー
ツ
賞

・
蛯
名
聡
勝
（
帝
京
大　

陸
上
競
技
）

・
萠
出
園
花
（
東
奥
学
園
高ボウ

リ
ン
グ
）

・
清
水
目
亮
（
自
衛
隊
体
育
学
校　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
）

□
優
秀
選
手
賞＜

個
人＞

・
天
間
有
香
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

・
附
田
和
樹
（
同
）

・
坂
本
司
（
町
水
泳
協
会
）

・
沢
尾
美
香
（
同
）

・
蛯
沢
裕
一
（
町
陸
上
競
技
協
会
）

・
町
屋
匡
樹
（
弘
前
実
業
高　

柔
道
）

・
洞
内
晃
喜
（
光
星
学
院
高 

陸
上
競
技
）

・
蛯
名
秋
斗
（
三
沢
商
業
高 

ラ
グ
ビ
ー
）

・
差
波
維
（
八
戸
工
業
高　

卓
球
）

・
高
田
潤
美
（
弘
前
学
院
聖
愛
高

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

・
新
山
さ
つ

（
県
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
協
会
）

・
川
口
幹
雄
（
同
）

・
小
坂
真
弓

・
鈴
木
高
太
郎
（
八
戸
工
業
大
学
第
一
高

�

レ
ス
リ
ン
グ
）

・
松
橋
拓
巳
（
同
）

・
高
田
実
奈
弥
（
八
戸
工
業
大
学
第
一
高

�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

・
乙
供
亜
美
（
同
）

・
蛯
名
優
允
（
三
本
木
高　

空
手
）

・
久
保
田
亮
翔
（
三
本
木
高

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

・
井
上
大
樹
（
東
奥
学
園
高　

卓
球
）

・
沼
村
朋
弥
（
同
）

・
沼
村
拓
朗
（
同
）
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文化やスポーツの分野で活躍した52人と８団体が受賞しました

お礼の言葉を述べる米内山嘉一さん

□
優
秀
選
手
賞
〔
団
体
〕

○
町
柔
道
協
会

　

・�

浜
田
靖
信
、
工
藤
康
輔
、
鶴
ケ
崎

泰
幸
、
和
田
淳
史
、、
佐
藤
慶
、

阿
部
治
、
和
田
雄
二
、
鶴
ケ
崎
平

一
郎
、
野
村
尚
人

○
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

　

・�

山
中
諭
、
川
口
文
明
、
斎
藤
悠

樹
、
天
間
雅
則
、
附
田
和
樹
、
高

田
龍
弥
、
和
田
真
悦
、
甲
田
博

実
、
高
田
祐
一
、
新
山
裕
範
、
乙

部
大
輔
、
天
間
有
香
、
乙
部
香

織
、
蛯
沢
知
子
、
竹
内
鮎
美
、
本

間
忍

○
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

　

・�

二
ツ
森
昭
房
、
中
山
昭
太
郎
、
吹

越
一
二
、
蛯
名
武
夫
、
市
川
操
、

蛯
名
顕
壽
、
甲
地
助
五
郎
、
小
又

正
之
、
蛯
名
悟

○
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
男
子
）

　

・�

駒
井
喜
代
春
、
鶴
ケ
崎
卓
博
、
和

田
道
行
、
佐
藤
研
聖
、
高
田
純

一
、
吹
越
敏
行
、
吹
越
隆
輔
、
鶴

ケ
崎
大
樹
、
岡
山
譲
、
大
崎
優

也
、
附
田
容
堂
、
蛯
名
雅
樹
、
佐

藤
直
樹
、
蛯
名
和
樹
、
町
屋
将

士
、
蛯
名
俊
一
、
町
屋
祐
二
、
山

田
公
幸
、
天
間
一
、
大
崎
慶
一

○
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
女
子
）

　

・�

甲
田
弘
子
、
野
田
頭
琴
子
、
蛯
沢

志
美
、
蛯
名
つ
ぐ
み
、
蛯
名
香
菜

子
、
大
坂
唯
香
、
蛯
名
南
海
、
沼

山
端
希
、
和
賀
華
恵
、
新
山
亜
也

子
、
山
田
美
奈
子
、
沼
辺
陽
子
、

川
崎
直
子
、
附
田
真
由
美
、
竹
内

美
帆
、
蛯
名
久
美
、
沼
山
な
な
み

○
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
（
男
子
）

　

・�
佐
々
木
宏
、
鶴
ケ
崎
秋
義
、
蛯
沢

美
鈴
、
山
本
卓
真
、
小
林
嘉
治
、

上
野
俊
、
阿
部
宗
一
朗
、
市
川
大

樹
、
佐
々
木
嘉
一
、
鶴
ケ
崎
長
晴

○
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
甲
地
モ
ン
キ
ー
ズ
）

　

・�

吹
越
一
二
、
滝
沢
鉄
男
、
岡
山
サ

ト
、
蛯
名
悟
、
澤
田
幸
子
、
甲
地

春
男
、
小
林
金
次
郎
、
岩
清
水
チ

ヤ

○
町
県
民
駅
伝
チ
ー
ム

　

・�

小
坂
利
也
、
鶴
ケ
崎
知
己
、
乙
部

昌
秀
、
松
尾
雅
樹
、
甲
地
武
仁
、

荒
木
俊
輔
、
小
坂
恵
、
小
林
祐

介
、
蛯
沢
奎
、
大
杉
裕
輝
、
大
杉

翼
、
向
井
翔
人
、
千
秋
恵
、
杉
山

玲
奈
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.

■
第
一
小

【
６
年
】

　

町
屋
優
花

　

町
屋
愛
理
紗

　

沢
尾
杏
菜

　

柴
田
耕
太
朗

　

宮
里
海
斗

　

瀬
川
育
美

【
５
年
】

　

向
井
野
愛

　

木
村
陽
南

　

蛯
名
賀
子

　

立
崎
由
惟

　

蛯
名
一
葉

【
４
年
】

　

沢
尾
茜

　

柴
田
ち
ひ
ろ

　

蛯
名
叶
翔

　

向
井
翔

【
３
年
】

　

田
島
希
来

　

小
林
万
倫

　

楢
崎
琴
葉

　

小
林
千
紗

【
２
年
】

　

立
崎
新

　

阿
部
慶
獅

　

米
内
山
姫
依

　

佐
々
木
蘭

　

高
松
桃
花

　

枋
木
盛
流

■
上
北
小

【
６
年
】

　

浜
田
繭
央

　

蛯
名
彩

　

鶴
ケ
崎
陽
菜

　

蛯
名
真
弥

　

米
内
山
元
貴

　

佐
々
木
悠
樹

　

中
村
友
紀
乃

　

坂
本
恵
美
里

　

佐
野
賢
佑

　

坂
本
樹

　

白
石
健
晟

　

和
田
勇
輔

　

片
野
翔
太

　

髙
田
未
来

　

川
原
鈴
乃

　

蛯
名
海
玖

　

小
笠
原
拓
磨

　

蛯
名
侑
芽
乃

【
５
年
】

　

李
澤
徹
哉

　

鈴
木
詩
萌

　

大
坂
萌

　

坂
本
七
海

　

園
田
朋
生

　

蛯
名
隆
晴

　

町
屋
堅
心

　

和
田
真
衣

　

新
山
大
成

　

川
村
龍
司

　

坂
本
遼

　

新
山
悠
河

　

新
山
悠
翔

　

柴
田
敬
介

　

蛯
名
涼
輝

　

川
原
睦
蔵

　

中
野
渡
遥

【
４
年
】

　

和
田
圭
尉

　

白
石
大

　

鶴
ケ
崎
優
大

　

蛯
名
修
司

　

濱
田
拓
斗

　

松
山
和
叶

　

大
平
啓
心

　

今
智
志

　

鹿
原
琉
海

　

蛯
名
愛
斗

　

新
山
麗
華

　

内
山
恵
梨
子

【
３
年
】

　

佐
藤
晃
太
郎

　

野
田
咲
桜

　

蛯
名
怜
杏

　

町
屋
茉
奈
香

　

千
葉
翔
真

【
２
年
】

　

森
川
柔

　

蛯
名
来
唯

　

坂
本
羅
々

　

和
田
あ
か
り

　

内
山
祐
梨
子

　

町
屋
柚
空

　

木
村
宗
太

　

川
村
唯

　

吉
田
彩
人

　

蛯
名
愛
月

　

蛯
名
未
聖

　

甲
地
愛
梨
華

　

鳴
海
紅
葉

　

千
葉
愛
華

【
１
年
】

　

蛯
名
歩
来

　

鳴
海
明
莉
朱

　

新
山
綾
乃

　

中
村
望
愛

　

蛯
名
圭
梨

　

西
舘
航
汰

　

和
田
葵

　

沼
端
星
流

　

千
葉
葵

　

野
村
祐

　

坂
本
夕
奈

■
小
川
原
小

【
６
年
】

　

橘
佳
祐

　

冨
岡
真
由
子

　

楢
崎
理
佳
子

【
５
年
】

　

荒
木
伶
菜

　

小
笠
原
凜

　

沼
尾
桐
里

　

田
高
穂
乃
華

　

坂
本
美
月

　

竹
内
愛
香

　

小
栗
麗

【
４
年
】

　

楢
崎
祐
輔

　

沼
田
莉
々
香

　

市
川
凜

　

小
笠
原
理
心

　

小
笠
原
寧
々

　

小
笠
原
亜
麻
音

　

坂
本
創
麻

【
３
年
】

　

田
中
美
咲

　

沼
澤
風
里

　

小
笠
原
怜
衣

　

坂
本
眞
斗

　

市
川
宇
宙

【
１
年
】

　

小
笠
原
し
ぇ
ら

　

沼
山
心

　

蛯
沢
佳
乃
子

　

小
笠
原
雫

　

小
笠
原
凛
乃
介

　

沼
尾
大
輝

■
甲
地
小

【
６
年
】

　

野
田
頭
龍
生

　

岡
山
純
華

　

福
村
里
花

　

濱
田
小
海

　

李
澤
正
宗

　

鶴
ケ
﨑
海
和

町教育委員会表彰
　町教育委員会表彰授与式が２月24日、コミュニティセンター未来館で行われ、文化やスポー
ツの分野で活躍した小中学生302人が奨励賞を受賞しました。
　式では、野田勲教育長が「今後の更なる活躍に期待します」と式辞を述べ、受賞者に表彰状を
手渡しました。
　また、受賞者を代表して、上北中３年の冨岡加奈子さんが「自分たちの努力をこのような形で
認めてもらえたことが大変うれしく、また励みにもなりました」とお礼の言葉を述べました。
　受賞者は次のとおりです。（敬称略）
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【
４
年
】

　

井
上
心

　

吹
越
裕
成

　

甲
地
圭
佑

　

山
端
理
斗

　

吹
越
玖
隆

　

濱
田
奈
央

　

沼
田
鈴
蘭

【
２
年
】

　

吹
越
清
来

　

山
端
修
太
郎

　

甲
地
一
輝

　

岡
山
彰
哉

　

藤
田
覚
子

　

甲
地
陽
菜

【
１
年
】

　

濱
田
優
月

■
蛯
沢
小

【
６
年
】

　

長
久
保
滉
成

　

酒
田
泰
成

　

向
井
龍
介

　

細
田
雅
也

　

宍
戸
柊
治

　

漆
戸
陸

　

向
井
祥
希

　

久
保
田
大
陸

　

久
保
田
琉
聖

　

大
嶋
直
哉

　

向
井
悠
莉

　

本
間
康
幸

　

岡
山
う
ら
ら

　

服
部
裟
耶

　

小
又
菜
々
羽

　

福
村
里
緒

　

甲
地
優
花

　

鎌
本
羽
都
姫

　

大
西
彩

　

新
堂
帆
乃
花

　

附
田
梨
愛

　

楠
竜
星

【
５
年
】

　

樋
口
楓
斗

　

蛯
沢
陸
馬

　

堤
祐
大

　

蛯
名
克
樹

　

岡
山
泰
智

　

松
尾
凌
雅

　

竹
ヶ
原
信

　

昆
千
裕

　

小
原
史
也

【
４
年
】

　

長
久
保
涼
太

　

土
橋
誠
弥

　

蓬
畑
祐
助

　

蛯
名
愛
斗

　

本
間
ひ
か
る

　

酒
井
美
寿
帆

　

杉
山
俊
輔

　

小
又
翔
英

　

木
村
諒

　

吉
田
美
麗

　

遠
島
晴
斗

　

江
刺
家
奏

　

林
紗
玖
波

【
３
年
】

　

川
村
倫
也

　

沼
山
飛
湧

　

笹
倉
輝
空

　

石
橋
景
也

　

齋
藤
空
汰

　

鎌
本
圭
史
郎

【
２
年
】

　

細
田
菜
生

　

下
田
真
旺

　

吹
越
優
衣

　

古
澤
七
凪

　

野
田
頭
梨
瑚

　

久
保
静
夜

　

天
間
美
嘉

　

蛯
沢
匠

　

乙
部
弘
大

　

野
田
頭
竜
雅

　

白
濱
心
美

　

川
崎
真
依

　

福
田
真
之

　

乙
部
萩

　

木
村
美
桜

　

正
岡
麗
華

　

工
藤
璃
々

【
１
年
】

　

荒
木
翔

　

上
崎
蒼
空

　

佐
藤
碧
衣

　

大
杉
陽
菜

　

吹
越
美
妃

　

中
山
虹
佳

　

田
中
真
人

　

小
原
夕
佳

　

松
舘
心
優

　

漆
館
双
葉

　

久
友
紀

　

蛯
沢
天
歌

■
千
曳
小

【
６
年
】

　

大
久
保
美
穂

■
水
喰
小

【
６
年
】

　

向
中
野
江
里
亜

　

大
山
春
香

【
５
年
】

　

酒
田
啓
誠

【
２
年
】

　

若
松
真
友
梨

　

岡
山
隆
真

　

小
林
敬
介

　

野
田
頭
幸
希

　

浜
中
寿
珠

■
東
北
東
中

【
１
年
】

　

岡
山
杏
由
美

■
東
北
中

【
３
年
】

　

吹
越
大
清

　

久
保
田
聖
斗

　

沼
辺
美
桜

　

本
間
康
貴

　

野
田
頭
拓
哉

　

川
村
碧
月

【
２
年
】

　

石
田
奈
緒

　

井
上
彩
那

　

蛯
沢
向
日
葵

　

向
井
楓
子

　

竹
ヶ
原
美
侑

　

酒
田
佳
旺

　

成
田
鈴
太
郎

　

黒
川
卓

　

沼
田
一
哉

　

下
浅
翔

　

中
村
愛
梨

　

服
部
藍

　

蓬
畑
実
紗

　

二
ッ
森
朱

　

中
野
彩
音

　

向
井
亜
美

　

甲
地
尚
哉

　

野
田
頭
扶

　

久
保
田
和
佳

　

久
保
田
笑
緑

【
１
年
】

　

松
山
明
日
香

　

松
尾
鴻
雅

　

大
久
保
博
世

　

沼
辺
咲
樹

　

吹
越
清
陽

　

野
田
頭
海

　

甲
地
玲
奈

　

野
田
頭
峻
也

■
上
北
中

【
３
年
】

　

沼
村
莉
花

　

蛯
名
麻
弥
花

　

冨
岡
加
奈
子

　

萠
出
小
愛

　

外
山
梨
奈

　

阿
部
ジ
ュ
リ

　

長
久
保
渚

　

和
田
愛
佳

【
２
年
】

　

福
田
美
佐
子

　

松
坂
友
香
子

　

佐
々
木
莉
子

　

蛯
名
未
来

　

新
山
詩
織

　

和
田
華
歩

　

新
山
胡
桃

　

町
屋
玲
奈

【
１
年
】

　

山
﨑
宥

　

小
笠
原
舞

　

佐
々
木
花
梨

　

沢
尾
麻
莉
亜

　

阿
部
ジ
ュ
ナ

　

李
澤
慧
南

　

瀬
川
櫻

　

小
川
奏

　

坂
本
陽
音

　

蛯
名
遥
香

　

新
山
和
花

　

野
田
佳
澄

　

小
笠
原
紗
耶

受賞者を代表してお礼の言葉を述べる冨岡加奈子さん
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5

4

3

1

2

1能面をかぶり見得を切る神楽舞「しのぶ」〔数
牛能舞保存会〕2県無形文化財に指定されてい
る念仏鶏舞〔沼崎念仏鶏舞保存会〕3獅子頭が
厳粛な舞を披露〔甲地神楽保存会〕4甲冑を着
込み、和弓を背負い那須の与一を表現〔八幡神
楽保存会〕5悪霊を祓う気迫が感じられる八幡
舞〔保戸沢神楽保存会〕

風
土
に
育
ま
れ
た
伝
統
の
舞

郷
土
芸
能
発
表
会

　

第
７
回
町
郷
土
芸
能
発
表
会
が
２
月
17

日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
伝
統
的
な
面
や
衣
装
を
身
に
着
け
た

出
演
者
た
ち
が
、
厳
か
で
力
強
い
舞
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
地
域
に
伝
わ
る
芸
能

を
絶
や
さ
ず
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
大
勢
の
観
衆

は
笛
や
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
演
じ
ら
れ

る
勇
壮
な
舞
に
、
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
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1

4

5 3

2

1「第一舞扇幸希毬会」の蛯名優絢さん2「アロハクラブ」は和やかな南国ムードで会場を包み
ました3「花柳流花すず桜こまち会」の２人はかわいらしく4「舞扇幸菊会」の蛯名恵子さん5
華やかな衣装で軽快に舞う「若柳流秀扇会」

練
習
の
成
果
を
堂
々
と
披
露

町
文
化
協
会
芸
能
発
表
会

　

町
文
化
協
会
第
４
回
芸
能
発
表
会
が
３

月
３
日
、
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
出
演
し
た
15
団
体
が
、
踊
り
や
歌
な

ど
、
日
ご
ろ
練
習
し
て
き
た
成
果
を
堂
々

と
披
露
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
舞
台
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

多
彩
な
演
目
に
、
惜
し
み
な
い
拍
手
と
歓

声
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題

叙位叙勲の伝達を受ける蛯沢慶子さん（右）

斗賀町長にナガイモを手渡す大関組合長（左）

緑十字銀章を受章した楢館長吉さん（右）

お手前を披露する園児たち

多年の功績認められる

地場産野菜を学校給食へ

楢館長吉さん緑十字銀章を受章

ひなまつりにお茶を振舞う

歴代町長叙位叙勲

ＪＡゆうき青森

交通栄誉章交通安全功労者表彰

乙供保育園ひなまつり

　斗賀町長は２月18日、内蛯沢の故蛯沢喜代治さんの自
宅を訪れ、故人の妻である蛯沢慶子さんに歴代町長叙位
叙勲の伝達を行ないました。
　蛯沢さんは、東北町長を歴任し、多年にわたり地域住
民の福祉の向上や地域社会基盤の整備をはじめとする各
産業の振興等地域社会の発展に大きく貢献するなど、地
方自治伸展に尽力したことが認められ、旭日双光章を受
章し、従六位の位階の伝達を受けました。

　ＪＡゆうき青森（大関政敏組合長）は２月20日、地場
産野菜を学校給食に取り入れてもらおうと、中部上北広
域事業組合学校給食センターで地場産長いもの贈呈式を
行ないました。
　贈呈式では、大関組合長が長いも200㌔を贈呈。受け
取った中部上北広域事業組合管理者の斗賀町長は「地元
の特産品を大いに使わせていただき、食育にも役立てた
い」と話しました。

　楢館長吉さん（赤平）は２月28日、役場本庁舎町長室
を訪れ、１月16日に東京都日比谷公会堂で開かれた交通
安全国民運動中央大会で、交通栄誉章緑十字銀章を受章
したことを報告しました。
　楢館さんは、昭和42年から現在に至るまでの45年余り
にわたり、地域交通安全の組織作りに尽力し、地域の交
通事故防止に積極的に取り組み、その功績が認められま
した。現在も地域安全協会監事として活躍しています。

　乙供保育園（黒川勇一園長）は３月１日、ひなまつり
を兼ねたお茶会を開き、年長園児たちが茶道に挑戦し、
同園の年中・年少園児や訪れた保護者らにお茶を振舞い
ました。
　ホールのステージにひな壇を飾り、行儀よく正座した
園児たちは、日ごろ練習した茶道の礼儀作法を思い出し
ながら、お点前を披露しました。
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TOPICS

茶道の作法を学ぶ園児たち

中央消防署に配備された大型消防車

木工作品作りを楽しむ参加者

「アグリネット21」のメンバー

作法学びお点前披露

大型消防自動車を配備

木工品製作体験で県産材ＰＲ

魅力ある組織運営認められる

第二、第三保育園お茶会

中部上北広域事業組合消防本部

わくわく木工教室

第31回県農業経営研究協会賞

　第二保育園（田嶋悟園長）と第三保育園（田島恵美子
園長）は３月２日、ひなまつりを開催し、その中でのお
茶会では園児たちが茶道に挑戦しました。
　ひな壇の前に行儀よく正座した園児たちは、裏千家青
森支部十和田分会の会員から、お辞儀の仕方や和菓子の
食べ方など茶道の礼儀作法を学び、お点前を披露しまし
た。

　中部上北広域事業組合消防本部は３月４日、大型消防
自動車（水槽車）を中央消防署に配備し、配置式が行わ
れました。
　この車両は、10㌧の水を積載し、水利がない火災現場
での支援を主な目的とする車両で、移動水利としての用
途のみならず、大規模断水時には給水車としての運用も
可能な車両ですが、従来の消防車両より車体が大きいた
め、火災現場付近でのご協力をお願いいたします。

　わくわく木工教室が３月11日、小川原湖交流センター
「宝湖館」の交流室で開かれ、参加者がさまざまな木工作
品作りに挑戦しました。
　これは、県産木材のＰＲのために県産材認証推進協議
会が実施したもので、親子連れなど25人が参加。講師を
務めた織笠工務店の織笠拓重さんから大工道具の使い方
を教わりながら、２時間ほどかけて県産スギを使った
カッティングボードなどを完成させました。

　野菜生産組織「アグリネット21」（長久保耕治代表）は
３月21日、役場分庁舎町長室を訪れ、県農業経営研究協
会賞の受賞を報告しました。
　「アグリネット21」は、ＪＡの共販体制の中で独自ブ
ランドとして野菜を販売しており、ＪＡと生産組織との
新しい関わり方をしている事などが評価されました。
　長久保代表は「10年という区切りの年に表彰され、身
の引き締まる思いです」と話していました。



12

脳年齢を若くしよう

　そして、前向きな人ほど老化のスピードが遅
いといわれています。からだも脳も元気でいた
いですね！

＜脳年齢を若くするポイント＞

○�いくつになってもおしゃれ心を忘れない。

○�肌の若さを保つのは、心の若さを保つこ

と。

○�バランスのよい食事と適度な運動を心が

ける。

○よく笑い、よく話し、よく噛む。

○積極的に社会参加をする。

○趣味をもつ。

○好奇心をもつ。

○恋心を大切に！

事 業 名 対　　象　　者 実 施 日 受付時間 実施場所

乳児健診
乳児相談

・３～４カ月児（小児科診察）
　（平成24年12月20日～

平成25年１月２日生まれ）
＊対象者には個別通知します

４月22日（月）

12：45 ～
13：00 七 戸 病 院 健 康

管 理 セ ン タ ー
（小児科診察と股関節
脱臼検査の日程が別
日になります）

・３～４カ月児（小児科診察）
　（平成25年１月３日～

平成25年１月23日生まれ）
＊対象者には個別通知します

５月13日（月）

・股関節脱臼検査
　（平成25年１月３日～

平成25年２月７日生まれ）
＊対象者には個別通知します

５月21日（火）
12：00 ～

12：15

幼児健診

・２歳６カ月児健診
　（平成22年９月、10月生まれ）

５月14日（火）
12：45 ～

13：00
上 北 保 健
福 祉 セ ン タ ー

・３歳児健診
　（平成21年９月、10月生まれ）

５月20日（月）
12：30 ～

12：45
東 北 町 保 健
福 祉 セ ン タ ー

・５歳児健診
　（平成20年４月２日～４月31日生まれ）

４月25日（木）
12：30 ～

12：45
東 北 町 保 健
福 祉 セ ン タ ー

ほがらか
教室　

・40歳以上で自分または家族の協力で会場
まで来られる方

・初めて参加する方は保健師までご連絡く
ださい。

４月26日（金）
９：30 ～

12：00
上 北 保 健
福 祉 セ ン タ ー

４月24日（水）
９：30 ～

12：00
東 北 町 保 健
福 祉 セ ン タ ー

ポテトクラブ
（精神障害
　者の集い）

・心の病気を治療中で社会復帰を目指して
いる方および家族の方

（初めて参加する方は申請書等の提出が必
要ですので保健師まで連絡ください。）

４月22日（月）
10：00 ～

12：00
東 北 町 保 健
福 祉 セ ン タ ー

つつじ作業所 毎週
月、水、木、金

10：00 ～
15：00

中 央 公 民 館

所内健康相談 ・町民

毎週水曜日
９：00 ～

15：00

上 北 保 健
福 祉 セ ン タ ー

毎週
火、木曜日

東 北 町 保 健
福 祉 セ ン タ ー

乳幼児健診、予防接種などを受ける際は、母子健康手帳を忘れずにお持ちください。

96保健師
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今年度の健診は

申込みましたか？

「本県平均寿命　男女とも最下位」
　２月28日、厚生労働省は「2010年都道府県別
生命表」を公表しました。これによると、青
森県の平均寿命は男性77.28歳、女性85.34歳で、
ともに全国最下位。５年に１回の公表で、男性
は1975年から８回連続、女性は2000年から３回
連続のワーストという結果でした。

　青森県は、全国と比べ、どの年齢においても
亡くなる率が1.5倍以上高く、短命となってい
るそうです。
　死因の１位は全国も青森県も東北町も「がん」
となっています。

○　東北町の死因順位

　平成23年中の死亡者は247人

第１位 がん 63人（25.5％）

第２位 肺炎及び気管支炎 51人（20.6％）

第３位 心疾患 45人（18.2％）

第４位 老衰 18人（ 7.3％）

第５位 脳血管疾患 13人（ 5.3％）

＜まずは健診（検診）を！！＞
　がん対策で重要なのは、早期発見・早期治療
ができるがん検診です。

○東北町のがん検診受診率（平成23年度）

東北町 青森県 全　国

胃がん検診 34.7 21.7 9.2

大腸がん検診 36.0 28.6 18.0

肺 がん検診 38.4 22.4 17.0

子宮がん検診 33.5 29.4 23.9

乳 がん検診 26.3 17.9 18.3

　東北町のがん検診受診率は県、国に比べ高い
方ですが、これからも、毎年がん検診を受け、
精密検査は早めに行くようにしましょう。
　また、がんだけではなく、心疾患や脳血管疾
患に対する取組みも大事です。
　人は老いていくものですが、血管とともに老
いるといわれています。とくに動脈は、加齢と
ともに固くなったり、こぶができてしまいます
（動脈硬化）。
　動脈硬化は、脳卒中、心筋梗塞の直接的な原
因となり、最悪の場合、命にも関わります。動
脈硬化は、肥満・高血圧・脂質異常症・糖尿病
などにより促進されるので、それらを予防・管
理することが大切です。
　しかし、自覚症状が出にくいので、やはり健
診を受け、健康状態を把握するようにしましょ
う。

　まだ健診の申込みをしていない方は、お早め
に保健センターへ連絡下さい。　

（電話：0175-63-2001）

こんにちは保健師です
町保健衛生課

野　宮　朋　子
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町
職
員
人
事
異
動

４
月
１
日
付
　（
　
）
は
前
職

■
総
務
課　

□
参
事
兼
課
長

－

中
岫
昭
彦
（
会
計

課
会
計
管
理
者
兼
参
事
）
□
副
参
事

－

沼
村
正
幸
（
町
民
課
副
参
事
）
□

総
括
主
幹

－

福
村
誠
（
税
務
課
総
括

主
幹
）
□
主
任
主
査

－

町
俊
博
（
学

務
課
主
任
主
査
））

■
財
政
課　

□
総
括
主
幹
〔
昇
格
〕

－

坂
本
将
栄

（
町
民
課
主
任
主
査
）
□
総
括
主
幹

〔
昇
格
〕

－

野
田
嘉
奈
子
（
財
政
課

主
任
主
査
）
□
主
任
主
査

－

甲
田
純

（
建
設
課
主
任
主
査
）

■
企
画
課　

□
主
事

－

和
田
淳
史（
町
民
課
主
事
）

■
建
設
課　

□
副
参
事〔
昇
格
〕

－

柴
田
一
三（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
課
長
補
佐
）
□
副
参

事
〔
昇
格
〕

－

冨
岡
純
夫
（
建
設
課

課
長
補
佐
）
□
総
括
主
幹

－

舘
崎
裕

之（
財
政
課
工
事
検
査
室
総
括
主
幹
）

□
主
任
主
査
〔
昇
格
〕

－

駒
井
伸
崇

（
財
政
課
主
査
）
□
主
事
〔
昇
任
〕

－

北
谷
慎
一
郎
（
建
設
課
主
事
補
）

■
農
林
水
産
課　

□
課
長
補
佐

－

向
井
光
夫
（
下
水
道

課
課
長
補
佐
）
□
総
括
主
幹

－

甲
地

徳
彦
（
水
道
課
総
括
主
幹
）
□
主
任

主
査

－

大
坂
誠
（
商
工
観
光
課
主
任

主
査
）
□
主
事
補

－

岡
山
美
穂
（
企

画
課
主
事
補
）
□
主
事
〔
新
採
用
〕

－

熊
沢
徹

■
税
務
課　

□
副
参
事〔
昇
格
〕

－
高
田
三
展（
税

務
課
課
長
補
佐
）
□
総
括
主
幹

－

甲

地
尚
彦
（
総
務
課
総
括
主
幹
）
□
主

事
補
〔
新
採
用
〕

－

蛯
名
美
奈

■
町
民
課　

□
課
長
補
佐
〔
昇
任
〕

－

町
屋
好
子

（
町
民
課
総
括
主
幹
）
□
課
長
補
佐

〔
昇
任
〕

－

中
村
千
賀
子
（
町
民
課

総
括
主
幹
□
主
任
主
査

－

蛯
沢
真
也

（
福
祉
課
主
任
主
査
）
□
主
事
〔
新

採
用
〕

－

荒
木
俊
輔
□
主
事
〔
新
採

用
〕

－

松
山
孝
太
□
主
事
補
〔
新
採

用
〕

－

蛯
名
未
来

■
福
祉
課　

□
総
括
主
幹
〔
昇
格
〕

－

鈴
木
光

影
（
会
計
課
主
任
主
査
）
□
総
括
主

幹
〔
昇
格
〕

－

中
山
大
輔
（
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
室
主
任
主

査
）
□
主
任
主
査
〔
昇
格
〕

－

沼
田

隆
寛
（
福
祉
課
主
査
）
□
主
事
〔
新

採
用
〕

－

蛯
名
一
樹

■
保
健
衛
生
課　

□
課
長
〔
昇
任
〕

－

坂
本
修
（
学
務

課
副
参
事
）
□
副
参
事
兼
総
括
栄
養

士
〔
昇
任
〕

－

蛯
名
和
子
（
保
健
衛

生
課
総
括
栄
養
士
）
□
総
括
保
健
師

〔
昇
格
〕

－

新
堂
府
子
（
保
健
衛
生

課
主
任
保
健
師
）
□
主
事

－

柿
﨑
裕

介
（
企
画
課
主
事
）

■
商
工
観
光
課　

□
総
括
主
幹〔
昇
格
〕

－

坂
本
司（
商

工
観
光
課
主
任
主
査
）
□
主
任
主
査

－

新
山
貴
光
（
農
林
水
産
課
主
任
主

査
）

■
下
水
道
課　

□
副
参
事

－

佐
々
木　

勝
雄
（
中
央

公
民
館
副
参
事
）

■
東
北
支
所　

□
参
事
兼
支
所
長
〔
昇
格
〕

－

江
刺

家
邦
彦
（
農
業
委
員
会
局
長
）
□
支

所
長
補
佐

－

北
村
達
也
（
保
健
衛
生

課
課
長
補
佐
）

■
会
計
課　

□
会
計
管
理
者
兼
参
事
兼
課
長

－

竹

内
稔
（
議
会
事
務
局
参
事
兼
局
長
）

□
主
事
〔
新
採
用
〕

－

久
保
田
彩
乃

■
議
会
事
務
局　

□
局
長
〔
昇
任
〕

－

野
村
満
義
（
総

務
課
副
参
事
）

■
農
業
委
員
会　

□
局
長
〔
昇
任
〕

－

沼
山
政
広
（
農

林
水
産
課
副
参
事
）
□
次
長
〔
昇
任
〕

－

竹
内
恒
幸
（
農
業
委
員
会
総
括
主

幹
）
□
総
括
主
幹
〔
昇
格
〕

－

米
内

山
敦
（
農
業
委
員
会
主
任
主
査
）

■
選
挙
管
理
委
員
会　

□
参
事
兼
局
長
〔
昇
格
〕

－

附
田
桂

一
（
選
挙
管
理
委
員
会
局
長
）

■
学
務
課　

□
参
事
兼
課
長
〔
昇
格
〕

－

髙
松
克

彦
（
学
務
課
課
長
）
□
課
長
補
佐

－

蛯
名
義
孝
（
総
務
課
課
長
補
佐
）
□

主
任
主
査〔
昇
格
〕

－

漆
戸
和
哉（
学

務
課
主
査
）
□
主
事
〔
昇
任
〕

－

向

井
真
奈
美
（
学
務
課
主
事
補
）
□
主

事
〔
新
採
用
〕

－

蛯
名
隆
揮

■
社
会
教
育
課　

□
総
括
主
幹
〔
昇
格
〕

－

小
笠
原
雅

隆
（
社
会
教
育
課
主
任
主
査
）
□
図

書
館
総
括
主
幹
〔
昇
格
〕

－

岡
山
貴

栄
（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
主
事
）

□
中
央
公
民
館
総
括
主
幹

－

尾
形
繭

豪
（
農
林
水
産
課
総
括
主
幹
）
□
中

央
公
民
館
主
事
〔
新
採
用
〕

－

米
内
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山
尚
大

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

□
参
事
兼
課
長
〔
昇
格
〕

－

蛯
名
正

仁
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
課
長
）
□
総

括
主
幹
〔
昇
格
〕

－

蛯
名
直
樹
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
主
任
主
査
）
□
主
事

補
〔
新
採
用
〕

－

沼
山
正
弥

■
水
道
課　

□
副
参
事〔
昇
格
〕

－

阿
部
義
雄（
水

道
課
課
長
補
佐
）
□
課
長
補
佐
〔
昇

任
〕

－

川
口
香
（
水
道
課
総
括
主
幹
）

□
総
括
主
幹

－

乙
供
信
博
（
農
林
水

産
課
総
括
主
幹
）
□
総
括
主
幹
〔
昇

格
〕

－

石
田
雄
大
（
水
道
課
主
任
主

査
）

■
退
職
（
３
月
31
日
付
）　

□
沼
山
英
隆
（
東
北
支
所
参
事
兼
支

所
長
）
□
立
崎
き
み
子
（
福
祉
課
総

括
主
幹
）
□
千
葉
恵
子
（
町
民
課
総

括
主
幹
）
□
久
保
田
久
賢
（
保
健
衛

生
課
参
事
兼
課
長
）
□
滝
沢
均
（
東

北
支
所
副
参
事
）□
米
内
山
嘉
一（
総

務
課
参
事
兼
課
長
）□
澤
口
泰
子（
図

書
館
総
括
主
幹
）
□
甲
田
京
子
（
農

業
委
員
会
次
長
）
□
檜
山
咲
子
（
税

務
課
総
括
主
幹
）

これまでの経験を生か
し、明るい農業を目標
に頑張ります。

農林水産課　熊
くまさわ
沢　徹

とおる

早く仕事を覚えて皆さ
んの役に立てるように
なりたいです。

福祉課　蛯
えび
名
な
一
かず
樹
き

なれない仕事ですが、
町民の笑顔のために頑
張ります。

中央公民館　米
よねないやま
内山尚

たか
大
ひろ

皆さんに親しまれるよ
う、明るく元気に、笑
顔の対応を心掛けます。

学務課　蛯
えび
名
な
隆
りゅう
揮
き

町民の皆さんに覚えて
もらえるよう笑顔での
対応を心がけます。。

町民課　蛯
えび
名
な
未
み き
来

ベストスマイルで皆さ
んを迎えられるように
頑張ります。

町民課　荒
あら
木
き
俊
しゅん
輔
すけ

皆さんから、たくさん
の笑顔を貰えるように
勤めていきます。

町民課　松
まつやま
山孝
こう
太
た

健康で明るい町づくり
に貢献できるよう頑張
ります。

スポーツ振興課　沼
ぬまやま
山正
まさ
弥
や

明るい対応を心掛け、
皆さんに信頼される職
員を目指します。

会計課　久
く ぼ た
保田彩

あや
乃
の

皆様のお役に立てるよ
う日々の仕事をしっか
り覚えていきます。

税務課　蛯
えび
名
な
美
み な
奈

東北町のために一生懸命頑張りますので、

よろしくお願いします。

４月に新しく採用された
10人を紹介します
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がんばってバイキンマンをやっつけ
ています。

歯みがき１人で上手にしています。

これからも歯ブラシ頑張ります。

毎日頑張ってみがいています。

沼
ぬま

　山
やま

　　　善
ぜん

 くん

阿
あ

　部
べ

　李
り

　音
おん

　 ちゃん

蛯
えび

　沢
さわ

　碧
あお

　音
ね

 ちゃん

蛯
えび

　沢
さわ

　健
けん

　太
た

 くん

一人でも歯みがきガンバルぞ！。

毎日、歯ブラシ頑張ってるぞ！！

歯みがき大好きです！！

谷
たに

　田
た

　修
しゅう

　祐
すけ

 くん

沼
ぬま

　尾
お

　一
かず

　輝
き

 くん

甲
かっ

　地
ち

　有
ゆう

　紳
しん

 くん

むし歯のない子
　３月４日の３歳児健診で、
むし歯のなかった子11人を紹
介します。

毎日歯みがき頑張っています！

毎日歯みがきがんばります。

大きくなってもむし歯のない歯でい
ようね。

毎日がんばってみがいています！

小
お

笠
がさ

原
わら

　菜
な

　都
つ

 ちゃん

江
え

刺
さし

家
か

　夢
み

　来
く

 ちゃん

小
お

笠
がさ

原
わら

　由
ゆ

　奈
な

 ちゃん

野
の

田
た

頭
がしら

　賢
けん

　佑
すけ

 くん

障害者総合支援法が施行されました
　平成18年に施行された「障害者自立支援法」が平成25年４月１日より「障害者の日常生活及び
社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）」へ改正されました。主な改正とし
ては、難病等の方々が障害福祉サービス等の対象となります。詳しくは下記担当までお問い合わ
せください。
　■問 合 せ　役場�福祉課　障害福祉係　℡ 0176-56-3111または℡ 0175-63-2111
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　平成22年度より実施しております「東北町赤ちゃん祝い金制度」ですが、平成25年４月１日よ
り次のとおりとなります。
　尚、対象となるのは「平成25年４月１日以降に生まれた第２子・第３子」となります。
※平成25年３月31日以前に生まれたお子様については、現行どおりの金額となります。

　 現　行 改正後
第２子　　 150,000円 250,000円
第３子以降 250,000円 350,000円

■問 合 せ　役場�福祉課　℡�0176-56-3111または℡�0175-63-2111

　４月１日から下記のとおり診療体制が変わりますので、お知らせします。
◎外科医師の異動について

・外科医長　櫻庭　弘康　医師� →　４月１日から　外科医長　丸山　将輝　医師
　（国立病院機構弘前病院へ転勤）� 　　（つがる西北五広域連合かなぎ病院より赴任）
◎眼科外来診療曜日及び医師の変更

・外来診療曜日
　　現在　毎週　火曜日、木曜日� →　４月１日から　毎週　月曜日、水曜日に変更
・診察医師
　　現在　火曜日　盛　　泰子　医師� →　４月１日から　月曜日　陳内　嘉浩　医師
　　　　　木曜日　陳内　嘉浩　医師� 　　　　　　　　　水曜日　工藤　孝志　医師
◎耳鼻科外来医師の変更

・診察医師
　　現在　水曜日　工藤　直美　医� →　４月１日から　水曜日　武田　育子　医師
　　　　　金曜日　阿部　尚央　医� →　　　　　　　　金曜日　井上　　卓　医師
◎小児科外来医師の担当日の変更

・診察医師
　　現在　第２・４金曜日　　　大谷　勝記　医師� →　４月１日から　第１・３　　金曜日
　　　　　第１・３・５金曜日　北川　陽介　医師� →　　　　　　　　第２・４・５金曜日
■問 合 せ　公立七戸病院　℡�0176-62-2105

　この事業は、雇用の増加を生む企業に対して、一定期間にわたって企業の支払った電気料金等
に基づき、県が給付金を交付する制度です。
■新規対象者　�平成24年４月１日以降、東北町に新設・増設に伴い、契約電力と電気料金が増加

し、かつ雇用者が３人以上増加した企業･個人事業主
■問　合　せ　役場�企画課　℡�0176-56-3111または℡�0175-63-2111
　　　　　　　一般財団法人電源振興センター　℡�03-6372-7307

赤ちゃん祝い金の額が変わります

公立七戸病院からのお知らせ

電気料金助成（Ｆ補助金）のご案内
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ボランティアスタッフ募集
　平成25年９月７日（土）、８日（日）開催の「２０１３北海道・東北B-1グランプリin十和田」

で私たちと一緒にイベントの運営に携わり、主催者の一員としてまちおこしにかかわって

いただけるボランティアスタッフを募集しています。

　B-1グランプリは、料理を通じて「地域をPRする」ことで、一人でも多くのお客様に現

地に足を運んでもらおうという、地域活性化を目指した「まちおこしイベント」です。

　県内外から訪れる多くのお客様に青森・十和田を知っていただく絶好の機会となります。

　イベントの成功だけでなく、「地域を元気にするため」、「十和田流のおもてなしを感じて

いただくため」、一緒に活動しませんか？ 

【日　　時】 　平成２５年９月７日(土)、９月８日（日） 
   ８時３０分から１６時３０分（※活動時間は目安です。）

【活動内容】 　出展団体補助、会場案内、交通誘導、清掃等
   ※イベント当日は、ユニフォーム、昼食をご用意いたします。

【対　　象】　 高校生以上の方（※高校生は保護者又は学校の承諾が必要です。）

【申込方法】　 ホームページに掲載している申込書に必要事項を御記入の上、
   FAX、郵送、E-mail、 ご持参のいずれかでお申し込みください。
   （E-mailの場合は、必要事項を本文に入力してください。）

【ホームページ】　 http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kenmin/ka-renkei/

【申込期間】　 ４月１日（月）～６月２８日（金）

【そ の 他】　 申込者に対しては、説明会を開催いたします。

【お問い合わせ・お申し込み先】
　北海道・東北Ｂ－１グランプリin十和田実行委員会
　＜ボランティア部会＞
　　・上北地域県民局地域連携部地域支援室（十和田市西十二番町20-12）
　　　（TEL 0176-22-8194 FAX 0176-22-8198）
　　・十和田市商店街連合会（事務局：十和田商工会議所 十和田市西二番町4-11）
　　　（TEL 0176-24-1111 FAX 0176-24-1563）
　＜実行委員会事務局＞
　　・十和田市西二番町4-11 十和田商工会館4階
　　　TEL 0176-24-1635　　E-mail：b1.towada@gmail.com
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桜まつり 期　日／４月29日（祝）
　　　　～５月５日（祝）
主会場／小川原湖公園

■観桜野球大会
　４月28日（日）、５月５日（祝）　南総合運動公園野球場
■野だて（茶道体験）
　４月29日（祝）　午前10時
　バーベキューハウス前
■中部上北観桜
　グラウンドゴルフ
　交歓交流大会
　４月29日（祝）　午前９時
　小川原湖公園キャンプ場
■地引網体験、試食会
　５月５日（祝）　午前10時
　小川原湖公園湖水浴場、
　バーベキューハウス
■花切川へら鮒釣り全国大会
　５月３日（祝）
　受付時間／午前４時
　大会時間／午前５時～午前11時
　参加料／大人の部（高校生以上）2,000円
　　　　　ジュニアの部（中学生以下）1,000円
■問 合 せ　役場 商工観光課　　　道の駅おがわら湖
　　　　　　℡ 0176-56-4148または℡ 0176-58-1122

名称の主旨

東北町といえば小川原湖。
青森県で一番大きな湖、小川原湖がある東北町から生ま
れた手作りで安心なチーズをアピールするために、地域
に慣れ親しんだ「おがわらこ」にしました。
名称の採用者　※応募総数23点
東北町　徳万才　佐�藤�幸�子�さん
※応募いただきました皆様ありがとうございました。

４月28日（日）道の駅「おがわら湖」にて試食販売会を開催いたします。

多くのご来場をお待ちしております。（同日より「第４回みちのくの味と技展」も開催されます）

■問 合 せ　小川原湖交流センター「宝湖館」　℡�0176-56-3820
　　　　　　道の駅「おがわら湖」　℡�0176-58-1122

東北町の生乳を使った手作りチーズの名称

『 お が わ ら こ 』に決定しました
調理例
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　東北町は、自然エネルギーを効率的に活用し、地球温暖化の防止及び環境保全意識の高揚を図
るため、町民が居住する住宅に太陽光発電システムを設置する場合において、その事業に要する
経費に対し、予算の範囲内で補助金を交付します。
■補助金の額

　�　太陽光発電システムの太陽電池最大出力１kw当たり３万円とし、１件当たり12万円を限度と
する。

■補助金交付の対象となる方

　１�　町内に居住又は居住しようとしている者で、申請者名義で電灯契約を結んでいる個人であ
ること。

　２　太陽光発電システムを設置する建物は、居住の用に供されているものであること。
　３　町税等を滞納していないこと。
■対象となる太陽光発電システム

　１�　発電システムは低圧配電線と逆潮流ありで連系し、かつ、太陽電池の最大出力が10kw未満
であること。

　２�　財団法人電気安全環境研究所の行う太陽電池モジュール認証に相当する認証を受けている
もの、またはこれと同等以上の性能及び品質が確認されるものであり、かつ、J-PEC（一般社
団法人太陽光発電普及協会）が発行する補助事業交付決定通知を受けていること。

■受付・申請期間

　平成25年５月１日（水）から平成26年２月28日（金）まで
　※詳細については、町ホームページ又は企画課にお問合せください。
■問　合　せ　役場�企画課　℡�0176-56-3111または℡�0175-63-2111

平成25年度東北町住宅用太陽光発電
システム導入支援事業のお知らせ

　町では、小川原湖などの公共用水域の水質保全・改善に向けて水洗化人口の増加を図るため、
住宅の水回りリフォーム工事費用の一部を補助します。
■対 象 者　町内に住宅を所有し、その住宅にお住まいの方（住民基本台帳に記録のある方）
■対象住宅　町内に有する居住用住宅
■対象工事、補助金額

対象となるリフォーム工事内容 補助率 限度額
ア・ 公共下水道及び農業集落排水区域外の方が合併浄化槽を設置する

ためのトイレ等水廻りの住宅リフォーム工事 

対象工事の
３分の１以内

21万円

イ・ 公共下水道及び農業集落排水に未加入の方が加入するために実施
するトイレ等水廻りの住宅リフォーム工事 

７万円ウ・ 既に合併浄化構を設置している方又は公共下水道及び農業集落排
水に加入している方が実施するトイレ等水廻りの住宅リフォーム
工事

■申請方法　役場建設課または建設課分室に備え付けの申請書を、工事前に提出
■問 合 せ　役場�建設課　℡�0176-56-3111または℡�0175-63-2111

自然にやさしい住宅リフォーム支援事業
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　青森県では、県税の口座振替の申込みを受け付けています。
　県税の納税は便利で、安全・確実な口座振替をご利用ください。
■口座振替を利用できる県税

　・個人事業税………………………………………８月、11月納期分（定期賦課分）
　・自動車税…………………………………………６月納期分（定期賦課分）
　・法人県民税・法人事業税等……………………中間申告、確定申告分
　・軽油引取税………………………………………特別徴収義務者の申告分（徴収猶予分を除く）
　※申告期限までに申告書が提出されなかった場合は口座振替になりませんのでご注意ください。
■振 替 日

　・個人事業税、自動車税…………………………納期限の日
　・法人県民税・法人事業税等、軽油引取税……申告期限の翌月25日
■申込期限

　・個人事業税………………………………………８月中旬
　・自動車税…………………………………………４月30日
　・法人県民税・法人事業税等、軽油引取税……申告期限の日
■申込方法

　 　納税者本人の通帳と預金届出印を持参のうえ、取扱金融機関または各地域県民局県税部の窓

口に備え付けの申込用紙によりお申し込みください。

■問 合 せ　上北地域県民局県税部　納税管理課　℡�0176-22-8111

県税口座振替制度のお知らせ

憲 法 週 間 を 迎 え て
～５月１日から７日までは「憲法週間」です～

憲法記念日（５月３日）を中心とした５月１日から７日までを、裁判所では憲法週間と定
めています。これは、憲法の精神や国民生活における裁判所の役割を国民の皆さんに理
解していただくことを目的とするものです。

法務省や検察庁、弁護士会などの協力を得て、全国各地の裁判所では、例年この時期に、
法廷等見学ツアーや各種説明会などの憲法週間行事を積極的に行っています。

週
�間行事にご興味のある方は、裁判所ウェブサイトをご覧いただくか、最寄りの裁判所の
総務課にお問い合せください。週間行事への参加をきっかけとして、裁判所をより身近
に感じ、裁判所や裁判についての理解を深めていただければ幸いです。皆さんのご参加
を心よりお待ちしております。

間もなく、「裁判員制度」が始まってから４年が経過します。裁判所では、国民の皆さんに
とって裁判がより利用しやすく分かりやすいものとなるように、裁判の制度や仕組みに
ついて、幅広い広報活動を行っています。

■問 合 せ　青森地方裁判所　総務課庶務係　℡�017-722-5421
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番組内容
■ニュースフラッシュとうほく＆お知
らせ＆広報とうほくテレビ版　町の出
来事の紹介およびイベント情報などの
お知らせ
■学校紹介番組【新】　町内各小中学校
の卒業式の様子を紹介
■旧小正月の伝統行事と風習展【新】　
旧小正月の習わしを再現した同展の模
様
■文化協会芸能発表会【新】　文化協会
の会員らによる３月３日開催の舞台発
表会の模様
■郷土芸能発表会　２月17日に開催さ
れた神楽などの発表会の模様
■イベントチャンネル　町内のイベン
トの模様
①2012東北町秋まつり
②2012東北町日の本中央まつり
③2012生き活き産業文化まつり
■小川原湖の水景（提供：国土交通省）
小川原湖の四季折々の景色
■サイエンスチャンネル　アスリート
解体新書
■東北町民大学「落語家という職業」　
落語家、三遊亭大楽さんの講演会の様
子

時 分 番　　　　組

６ 00 ニュースフラッシュとうほく＆
お知らせ＆広報とうほくテレビ版

30 小川原湖の水景
７ 00 学校紹介番組【新】

30 サイエンスチャンネル

８ 00 ニュースフラッシュとうほく＆
お知らせ＆広報とうほくテレビ版

30 第７回　郷土芸能発表会
９ 25 旧小正月の伝統行事と風習展【新】

30 東北町民大学「落語家という職業」

10 00 ニュースフラッシュとうほく＆
お知らせ＆広報とうほくテレビ版

30 サイエンスチャンネル
11 00 第４回文化協会芸能発表会【新】

12 00 ニュースフラッシュとうほく＆
お知らせ＆広報とうほくテレビ版

30 イベントチャンネル③
13 00 学校紹介番組【新】

30 サイエンスチャンネル

14 00 ニュースフラッシュとうほく＆
お知らせ＆広報とうほくテレビ版

30 小川原湖の水景
15 00 イベントチャンネル③

30 イベントチャンネル①

16 00 ニュースフラッシュとうほく＆
お知らせ＆広報とうほくテレビ版

30 第７回　郷土芸能発表会
17 25 旧小正月の伝統行事と風習展【新】

30 サイエンスチャンネル

18 00 ニュースフラッシュとうほく＆
お知らせ＆広報とうほくテレビ版

30 学校紹介番組【新】
19 00 第４回文化協会芸能発表会【新】

20 00 ニュースフラッシュとうほく＆
お知らせ＆広報とうほくテレビ版

30 イベントチャンネル②
21 00 サイエンスチャンネル

30 小川原湖の水景
22 00 放送終了

　東北町テレビの番組表は、テレビリ
モコンの「番組表」ボタンで確認する
こともできます。
　なお、放送内容は変更となる場合が
ありますので、ご了承ください。

【問】役場�企画課
　℡0176-56-3111または
　℡0175-63-2111

地デジ11チャンネル 東北町テレビ ４月の番組表
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平成25年度移動年金
相談の実施について

１．実施年月日
　平成25年４月から平成26年
３月まで実施します。

　○ 野辺地町中央公民館
（10：00～15：00）

　　・25年４月24日（水）
　　・25年６月26日（水）
　　・25年８月28日（水）
　　・25年10月23日（水）
　　・25年12月18日（水）
　　・26年２月26日（水）
　○ 七戸町柏葉館

（10：30～15：00）
　　・25年５月22日（水）
　　・25年７月24日（水）
　　・25年９月25日（水）
　　・25年11月27日（水）
　　・26年１月22日（水）
　　・26年３月19日（水）

２．電話予約先
　年金事務所　お客様相談室
　電話番号　017-734-7498
（受付　平日8：00～17：00）
　予約受付は、実施日の１ヶ
月前からとし、お名前・基礎
年金番号・電話番号・相談内
容等をお知らせねがいます。

３．予約者以外の対応
　効率的な実施のために予約
をお願いします。完全予約制
で対応させていただきますの
で、予約で満席の場合、お断
りする場合もございますので
ご承知ください。

国民年金学生納付
特例制度のご案内

　20歳以上の方は、学生で
あっても国民年金に加入しな
ければなりません。
　しかし、学生の方は一般的
に所得が少ないため、ご本人
の所得が一定額以下の場合、
国民年金保険料の納付が猶予
される「学生納付特例制度」
があります。
　対象となるかたは、学校
教育法に規定する大学（大
学院）、短期大学、高等学校、
高等専門学校、専修学校及び
各種学校（修業年限１年以上
である課程）に在学する学生
等で、ご本人の前年所得が次
の計算式で計算した金額以下
であることが条件です。

〔所得のめやす〕118万円
＋｛ 扶養親族等の数×38

　学生納付特例の承認期間は
４月から翌年３月までとなり
ますが、承認を受けた次の年
度も在学予定である場合、４
月始めに再申請の用紙が送ら
れてきますので、引き続き学
生納付特例制度をご希望の場
合は、必要事項を記入の上ご
返送ください。
　はじめて学生納付特例の申
請をする方は、在学証明書ま
たは学生証の写しの添付が必
要です。
【問】青森年金事務所
　　℡017-734-7498

☆ハガキに住所・氏名・年齢・
電話番号と答えを書いて送って
ください。応募の際、広報など
についてのご意見もお待ちして
おります。
☆応募先－〒039－2492
　東北町上北南四丁目32－484
　役場企画課「クイズに挑戦」係
☆応募締切－５月９日㊍

　２月17日に行なわれた
サッカー教室の講師の名前は？
� （ヒントＰ２）

　小川原湖交流センター
「宝湖館」で行なわれた「日
米交流ひな祭りin�TOHOKU�
town」の参加人数は何人？
� （ヒントＰ３）

　小川原湖公園を主会場
に行なわれる桜まつりの開催期
間は？� （ヒントＰ20）

３月号の答え
①こぎつねの手袋
②旭町チーム
③長久保農場

３月号当選者
○岡山　ゆき子さん
○本間　大地さん
○木村　美穂さん
○楢崎　美子さん
○大坂　チヱさん

「宝湖館」健康相談

開催日：４月19日(金)

時　間：午後1時30分 ～

　　　　 午後3時30分

問合せ： 小川原湖交流セン

ター宝湖館

　　　　℡0176-56-3820
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火災犠牲者多発
　中部上北広域事業組合消防
本部管内（東北町・七戸町）
では、今年に入り火災が５件
発生し、火災による死者がす
でに３人となりました。
　これは過去に例がない非常
事態となっております。
　火災を防ぐためには、日頃
からの火の取り扱いや暖房器
具等の使用･点検など十分注
意してください。
　また、住宅には火災の早期
発見、逃げ遅れを防ぐために
住宅用火災警報器を必ず設置
しましょう。
【問】中部上北広域事業組合
消防本部　℡�0176-62-3141

スポーツ安全保険に
加入しませんか？

　スポーツ安全保険とはアマ
チュアのスポーツ活動、文化
活動、地域活動などを行なう
社会教育活動（５人以上の団
体）を対象とした保険です。
◆ 対象…団体活動中、往復中
　　（自動車事故は適用外）
◆ 内容…傷害保険（通院、入
院、後遺障害、死亡）、賠
償責任保険、突然死葬祭費
用保険

◆ 受付…平成25年３月１日か
ら平成26年３月30日まで
※�年度途中の申込は、加入手
続きを行なった翌日０時か
らとなります。

【問】スポーツ安全協会青森
県支部　℡�017-782-6984

人権擁護委員に
蛯名広子氏を委嘱
　人権擁護委員は、法務大臣
の委嘱を受け、月２回人権擁
護相談所を開設して、町民の
相談に応じています。
　また、地域の中で人権思想
を広める活動を行っています。
　３月31日に坂本武儀氏が退
任したことに伴い、４月１日
から新たに蛯名広子氏が委嘱
されましたのでお知らせしま
す。
【問】役場　福祉課
　　　℡�0176-56-3111

航空自衛隊東北町
分屯基地開庁記念行事
　航空自衛隊東北町分屯基地
では、基地開庁19周年を記念
し、記念行事を開催します。
◆基地一般開放
　　　　　…６月９日(日)
▽�ちびっ子マラソン大会（１
～３㌔）…事前の申し込み
が必要です。午前７時40分
から受付。町内在住の幼児、
小学生が対象。
　（申込期間…５月17日まで）
▽�飛行展示…午前９時20分か
ら午前９時30分まで（荒天
時は中止）。三沢基地から
Ｆ２型戦闘機が飛来します。
▽�装備品等展示…午前８時か
ら午後２時まで
▽�ちびっ子広場…午前８時か
ら午後２時まで

【 問】航空自衛隊東北町分屯
基地�総務課
　℡�0175-63-3235

非常勤職員募集
　航空自衛隊東北町分屯基地
では、非常勤職員を募集いた
します。

◆ボイラー技師
▽応募資格…
①平成25年６月１日現在の年
齢が満65歳以下の方
②２級以上のボイラー技師免
許及び普通自動車運転免許保
有者
▽雇用期間…平成25年６月１
日～平成26年３月31日
▽募集人員…２人
▽職務内容…ボイラーの運転
監視、日常点検

◆草刈作業員
▽応募資格…
①平成25年６月１日現在の年
齢が満65歳以下の方
②普通自動車運転免許保有者
▽雇用期間…平成25年６月１
日～平成25年９月20日
▽募集人員…10人
▽職務内容…分屯基地内の草
刈を主体とする環境整備等の
作業

◆受付期間
　４月24日（水）まで

【問】東北支処総務課人事班
　℡�0175-63-3235
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小川原湖青年の家
わんぱく友情のつどい
◆期日…５月11日（土）
　　　～12日（日）１泊２日
◆ 場所…小川原湖青年の家、
十和田乗馬倶楽部

◆対象…小学生、中学生
◆参加料…3,000円
◆ 内容…乗馬体験、カント
リーダンス、おもしろ工作

◆申込締切…５月２日（木）
【問】公立小川原湖青年の家
　℡�0176-56-2393

東北町第８回高齢者
ゲートボール大会

◆期日…５月17日㊎
◆会場…ふれあいドーム上北
◆参加資格…町内在住の60歳
以上の方
◆参加費…無料
◆申込締切…５月７日㊋
【問】役場　スポーツ振興課
　　　℡�0175-63-3500
　　　℡�0176-56-5553

ソフトテニススポーツ
少年団団員募集

　東北町ソフトテニス少年団
では、健全な精神・身体の成
長を願い活動しています。
◆活動日…毎週水・木曜日
　　午後６時30分～８時30分
◆場所…北総合運動公園テニ
スコート及びスパーク東北
◆会費…年会費10,000円
【問】ソフトテニススポ小
蛯沢久志　℡�0175-63-3144

東北町社会福祉協議会
協議会に寄付

　東北町食生活改善推進員会
（逓駅和子会長）は２月27日、
町の社会福祉に役立ててくだ
さいと社会福祉協議会に生き
活きまつり長いもすいとん収
益金で集められた4,265円を
寄付しました。

今月の

と　き：４月20日(土)

　　　　　　午後２時～

ところ：町立図書館

　　　　乙供分室

　　　　（中央公民館内）

問合せ：町立図書館

　　　　℡0176-56-2261

おはなし会

　三沢空港振興会（会長�三沢市長）では、三沢空港を起点とする地域振興のため、様々な取組を
行なっています。このたび、平成22年10月から運休していた三沢＝大阪（伊丹）線が本年３月31
日から再開しました。機材は小型機エンブラエル170（76席）を使用し、１日１往復運航します。
　皆様のご利用をお願いいたします。

路　　線 便　　名 出発時間 到着時間
大阪（伊丹） → 三沢 ＪＡＬ2163 １０：５５ １２：３０
三沢 → 大阪（伊丹） ＪＡＬ2164 １３：００ １４：４５

　ご予約はお近くの旅行会社またはＪＡＬホームページでhttp://www.jal.co.jp/

三沢空港 大阪（伊丹）線が再開

～人権、行政相談～
相談料無料ですのでお気軽に
ご相談ください。

【問】役場 福祉課
　℡0176-56-3111または
　℡0175-63-2111

○時間　午前10時～正午
○場所　コミュニティ
 センター未来館

５月20日（月）

○時間　午前10時～正午
○場所　東北町役場
　　　　本庁舎２階休養室

５月７日（火）
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書　　名 著者名など 書　　名 著者名など

等　伯　上下 安部　龍太郎 執着 堂場　瞬一

春風伝 葉室　　麟 検証福島原発事故・記者会見 木野　龍逸

一　路　　上下 浅田　次郎 中高生のお弁当 主婦の友社

夢を売る男 百田　尚樹 おばあちゃんの知恵レシピ 主婦の友社

隠された刻 坂東　真砂子 など５８冊（３／８～４／１０の新着案内本）

東北町立図書館から 新着図書 のお知らせ
□一般図書

□児童図書＆絵本

開館時間

休 館 日

書　　　　名 作者名など

ドキドキ新学期 はやみね　かおる

体育館の日曜日 村上　しいこ

しょんぼりしないでねずみくん！ ジェド・ヘンリー

など62冊（３／８～４／１０の新着案内本）

◆東北町立図書館　午前９時１5分～午後６時　[℡０１76-56-226１]
◆東北町立図書館乙供分室（中央公民館図書室）
　月・水・金（午前１０時～午後６時）　木・土・日（午前９時１5分～午後５時）
　[℡０１75-63-274１]

火曜日、祝祭日、蔵書点検、年末年始
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♥（ ♥（

平成25年２月届出分

■町の人口《２月分》

■町の交通事故《２月》

■町の火災《２月》

■救急車出動件数《２月》

〔　〕は、昨年同期との比較増減。

 ※（　）内は１月からの累計

　男…… 9,291人〔△134人〕

　女……10,035人〔△106人〕

　計……19,326人〔△240人〕

世帯数… 7,153戸〔　 52戸〕

出　生 ……  7人（　16人）

死　亡 …… 23人（　48人）

転　入 …… 29人（　56人）

転　出 …… 36人（　62人）

（　）内は１月からの累計

人身事故…… 2件（    4件）

負 傷 者…… 5人（    7人）

死　　亡…… 0人（　　0人）

（　）内は１月からの累計

建　　物…… 1件（　　1件）

林　　野…… 0件（　　0件）

車　　両…… 0件（　　0件）

そ の 他…… 0件（　　0件）

（　）内は１月からの累計

　　　　　　53件（ 104件）

沼　田　龍
りゅうの

之介
すけ

（巴　蘭・章　悟）
向　井　咲

さく

　結
ら

（外蛯沢・　亮　）
坂　本　　康

こう

　（舘　花・将　栄）
野田頭　宗

そう

　佑
すけ

（乙供本町・伸　一）

蛯　沢　ト　キ　87（内蛯沢）
向　井　義　郎　84（乙供元町）
野田頭　ヨ　コ　86（花向町）
横　川　フ　デ　90（保戸沢）
石　田　勝　廣　62（馬　込）
蛯　澤　ち　せ　89（内蛯沢）
大　石　清　隆　82（千　曳）
赤　羽　長　吉　85（美須々）
松　尾　ミ　サ　91（馬　込）
永　峯　光　浩　50（千　曳）

　 久保田　亮　介（七戸町）
　 鳥谷部　奈津子（七戸町）

長久保　煌
こう

　稀
き

（長久保・隆　志）
山　田　采

こと

　憩
い

（南　町・秀　逸）
木　村　珠

じゅ

　梨
り

（南　町・孝　夫）

小　林　堅治郎　82（大籏屋）
佐　伯　孫三郎　89（　旭　）
石　文　た　き　90（林　口）
山　端　　茂　　83（新　町）
新　山　ト　ヨ　87（新　山）
沼　尾　亀　吉　88（旭　町）
田　浦　　俊　　81（小川原）
相　馬　武　也　69（八　幡）
野　村　博　治　74（大　洞）
尾　形　　勇　　93（南　町）

　 土　橋　和　人（土　橋）
　 鳥谷部　絵梨子（七戸町）

※死亡届を提出されるかたへ※
　土・日・祝日に、死亡届を提出する方は、届出予定時刻を役場へご連
絡ください。担当職員が待機いたします。

※ ７月９日の法改正により、住所
を有する外国人も含まれる数字
が記載されます。

“戸籍の窓”は原則町内に住所のある方を掲載していますが、
東北町役場へ届け出た方で希望する方を掲載しています。

青森県交通対策協議会　平成25年２月28日現在

２月中 年間累計

発
生

491件
（+5）

990件
（+17）

死
者

２人
（－1）

４人
（－2）

傷
者

599人
（－3）

1,203人
（－8）

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

死

者

の

状

態

歩行中の死亡 ３人（－２）

高齢者の死者（65歳以上の人） １人（－１）

飲酒運転による死者 １人（＋１）

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自動車乗車中の死者 １人（＋１）

非着用死者 １人（＋１）

着用していれば助かったと思われる人 ０人（±０）

あなたも参加　わたしもやります“交通安全”

毎月１日は「県民交通安全の日」　15日は「高齢者交通安全の日」

平成25年
　　県内の交通事故概況
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パパ　前　田　隆　義　　さん
ママ　　　　　彩也香　　さん

パパ　沼　尾　拓　実　　さん
ママ　　　　　千　春　　さん

トマトとブロッコリーが大好き！！
何でもよく食べる元気な子になって
ネ。

　何よりも健康で、すくすくと元気
いっぱいに育ってネ。

長男〔７カ月〕正
ま さ

成
し げ

くん 二男〔１歳〕壮
そう

真
ま

くん　長男〔３歳〕來
らい

翔
と

くん

滝沢平 沼崎本村

人にやさしい町を目指して
町社会福祉大会

多
く
の
出
席
が
地
域
福
祉
増
進

を
誓
い
ま
し
た

大
湊
百
合
子
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た

園
児
た
ち
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た

　第４回町社会福祉大会が３月１日、町民文化センターで
開催され、出席した福祉関係者約200人が地域福祉増進に
向けて思いを新たにしました。
　大会長の蛯名友五郎町社会福祉協議会長らのあいさつに
続き、社会福祉活動に功績のあった26人と18団体が表彰
されました。これを受けて、被表彰者代表の大湊百合子さ
んが「今後も社会福祉や地域福祉活動に努めます」と謝辞
を述べました。

社会福祉活動に功績のあった方々が表彰されました


